
 
 
 

ファクトシート ナミビア 

気候の非常事態に対応し、ネットゼロ

エミッションと気候変動に強い開発を

達成するための、国が決定する貢献の

活用 

ナミビア事務所 

国名：ナミビア 

プロジェクト名：気候の非常事態に対応し、ネット

ゼロエミッションと気候変動に強い開発を達成する

ための、国が決定する貢献の活用 

実施期間：2022年 3月～2023年 3月 

パートナーシップ：ナミビア環境林業観光省

（MEFT） 

予算：100万 3,042米ドル 

開発課題 

国連気候変動枠組条約（UNFCCC）の下で、締約

国が既存の資金メカニズムを通じて利用できる資金

は一定のままです。引き続き主に自主的な拠出金に

依存しており、「国が決定する貢献（NDC）」の実施

に必要な資金フローを満たすには不十分です。NDC

の実施に向けた資金調達は、ナミビアの大きな課題

の 1つであり続けています。 

MEFT によると、ナミビアの 2021 年の総炭素貯蔵

量は 3 億 3,333 万 3,028 トンです。2001 年～2020

年の森林劣化は 32%と推定されました。 

カーボンプライシングや炭素取引の可能性があるに

もかかわらず、ナミビアは炭素市場で依然として主

流から取り残されています。 

目的 

このプロジェクトは、気候変動への適応と緩和に関

する統合的かつ革新的な行動を、資金提供を受けて

実施される優先セクター全体で拡大することによっ

て気候の非常事態に対応し、気候変動に強い開発に

向けた NDC の実施を強化するため、ナミビアにお

ける炭素市場を促進するものです。 

プロジェクトの成果 

成果 1：地域的にも適用可能な国家炭素排出量取引

制度（ETS）の主要な構成要素を設計すること 

成果 2：MEFT と民間セクターを含む関連機関のた

めの技術的・制度的能力を強化すること 

成果 3：ナミビアにおける市場メカニズムのための

投資環境と運用化計画を実現すること 

 

SDGsへの貢献 

このプロジェクトは、SDGsの目標 13に貢献します。 

From 

the People of Japan 


